
 

 

～  平成 27 年度前橋市自然環境調査（哺乳類・は虫類・両生類）概要版  ～ 

 

 

 

 

   

 

 



 

 

 

私たちのまち前橋は、雄大な赤城山を背景に利根川、広瀬川などの美しい流れと緑豊かな自然に

恵まれています。この環境を楽しみ、守り、育て、将来の世代に引き継いでいくことは、私たちに

与えられた権利であり、責任でもあります。 

前橋市では、そのための取り組みの一つとして、自然環境基礎調査を平成 9 年から 10 年にか

けて行い、市内でみられる様々な動植物（植物、鳥類、魚類・水生生物、哺乳類・は虫類・両生類、

昆虫類）の把握に努めました（大胡・宮城・粕川地区では平成 17 年、富士見地区では平成 22年

に実施しました）。 

今回の調査は、前橋市の目指す環境像である『多様な生態系が維持され、市民に潤いと安らぎを

与える自然環境が守られ、はぐくまれるまち』と、『市民、事業者が主体的に環境保全活動に参加

するまち』になるため、自然環境の今の姿を把握し、これまでに行われた調査との比較をするため

に哺乳類・は虫類・両生類の調査を行いました。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象 調査時期 調査期日 

哺乳類 

夏季 6 月 22 日～26 日 

秋季 9 月 28 日～10 月 6 日 

は虫類・両生類 

初夏季 5 月 25 日～29 日 

夏季 7 月 21 日～25 日 

市民調査 

（自然観察会） 
秋季 9 月 13 日 

現地踏査 トラップ調査 自動撮影調査 夜間調査 

 

調査地点内を歩きながら生き

ものを探します。足跡や糞等の

痕跡も併せて記録しています。 

 

生け捕り用の罠を設置して

ネズミ類を捕獲します。捕獲し

たネズミは計測後に放します。 

 

けもの道に自動撮影装置を

設置して夜行性の生きものを

撮影します。 

 

 

コウモリやヤモリ等の夜行

性の生きものや、カエルの鳴き

声を観察します。 

    

調査の目的  

調査の概要  

平成 27 年度は、哺乳類・は虫類・両生類を

対象として調査を行いました。 

調査時期は、初夏季から秋季にかけて、哺乳

類が 2 回、は虫類・両生類が 2 回の計 4 回実

施しました。 

調査方法は、現地踏査、トラップ調査、自動

撮影調査、夜間調査等を専門家が行い、確認し

た哺乳類・は虫類・両生類の名前や生活の様子

を記録しました。 

このほか、市民調査（自然観察会）を秋季に

1回実施しました。 

調査時期と調査期日 

主な調査方法 
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調査地点とその環境  

樹林が多い地域 

樹林・耕作地など環境が

多様な地域 

住宅地など建物が 

多い地域 

耕作地(水田・畑)が 

多い地域 

◯：今回の調査地点（全 16地点） 

これまでに調査した市内 27地点のうち 16 地点を選び調査を行いました（数字が地点番号を

示します）。前橋市は、市内北部に位置する赤城山から市内南部の平地にかけて緩やかに傾斜し

ており、その中に、樹林、河川、池沼、耕作地（水田・畑）、市街地等の様々な環境をもってい

ます。調査地点を環境（植生等）のタイプ別に、以下の 4つのグループに分けました。 

№20、№21、№26、№27の 4つは、市内北部に位置しており、豊かな樹林に囲まれた「樹

林が多い地域」です。 

№5、№7、№18、№22の 4つは、市内中央部に位置しており、里山環境を有する「樹林・

です。 耕作地など環境が多様な地域」

№1、№10、№11、№13、№24の 5つは、市内南部に位置しており、「耕作地（水田・畑）

が多い地域」です。 

№3、№9、№16の 3 つは、市内南部の市街地に位置しており、「住宅地など建物が多い地域」

です。 

調査地点の位置図  
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調査の結果、全 16 地点で哺乳類 24 種、は虫類 11 種、両生類 9 種が確認されました。市内

北部の山地の樹林に生息する種から、市内南部の平地に生息する種まで多様な種が確認されました。

地点ごとの確認種に多少の変化はあるものの、種構成や生息環境を見る限り、過去の調査と比較し

て大きな変化はみられませんでした。このことは、前橋市の生物相（哺乳類・は虫類・両生類）が

良好に保たれていることを示していると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

確認された種をみると、アズマモグラ、ア

カネズミ、タヌキ、キツネ、ヒガシニホント

カゲ、ニホンカナヘビ、アオダイショウ等は

市内全域で確認されましたが、ノウサギ、テ

ン、ホンドジカ等は主に市内北部で、アライ

グマ、イタチ、ニホンアマガエル、トウキョ

ウダルマガエル、シュレーゲルアオガエル等

は主に市内南部で確認されました。 

 また、ムササビ、ツキノワグマ、カモシカ、

タゴガエル等の山地や樹林に生息する種は、

「樹林が多い地域」で、カヤネズミやニホン

アカガエル等の里山環境を好む種は、「樹林・

耕作地など環境が多様な地域」で、ハツカネ

ズミのような、荒れ地や耕作地を好む種は「耕

作地（水田・畑）が多い地域」で、ニホンヤモリのような市街地や人工構造物に生息する種は「住

宅地など建物が多い地域」で確認されました。それぞれの環境に特徴的な種が確認されており、多

様な環境をもつ前橋市の環境を反映した調査結果が得られました。 
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調査結果  

標高が高い 標高が低い 

住宅地など建

物が多い地域 

耕作地（水田・畑） 

が多い地域 

樹林・耕作地など環

境が多様な地域 

樹林が多い地域 

タヌキ ヒガシニホントカゲ 

アオダイショウ 

ヤマアカガエル 

地点別の確認種数  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

：樹林が多い地域 

：樹林・耕作地など環境が多様な地域 

：耕作地(水田・畑)が多い地域 

：住宅地など建物が多い地域 

◯市内北部の 

代表的な生息種 

ノウサギ、 

ヒメネズミ、 

テン、イノシシ、 

ホンドジカ、 

アズマヒキガエル 

◯市内南部の 

代表的な生息種 

アライグマ、イタチ、 

ヒバカリ、 

ニホンアマガエル、 

トウキョウダルマガエル、 

ツチガエル、 

シュレーゲルアオガエル 

○特徴的な生息種 

キクガシラコウモリ、 

コテングコウモリ、 

ニホンリス、 

ムササビ、 

ツキノワグマ、 

カモシカ、 

タゴガエル 

ヤマアカガエル 

○特徴的な生息種 

カヤネズミ、 

ニホンアカガエル 

○特徴的な生息種 

ニホンヤモリ 

○特徴的な生息種 

ハツカネズミ 

◯市内全域に広く生息する種 

アズマモグラ、コウモリ類、アカネズミ、タヌキ、 

キツネ、ハクビシン、ヒガシニホントカゲ、 

ニホンカナヘビ、アオダイショウ、ヤマカガシ 

いろいろなコウモリ   

日本国内にはおよそ40種のコウモリが生息しており、

群馬県内でも10種以上のコウモリが確認されています。  

今回の調査では、キクガシラコウモリ、モモジロコウ

モリ、コテングコウモリの 3種類のコウモリが確認され

ました。これらのコウモリは昆虫類を餌としていますが、

餌を捕る場所やねぐらの好みが異なります。キクガシラ

コウモリは樹林内でガやコウチュウ等を捕り、洞窟をね

ぐらとしています。モモジロコウモリは、河川や池等の

上空でトビケラ等を捕り、洞窟をねぐらとしています。

コテングコウモリは、樹林内でガ等を捕り、幹の穴や樹

皮の隙間をねぐらとするなど、種類によって様々な生態

がみられます。  

市内に様々なコウモリが生息しているということは、

前橋市の自然環境が多様であることを示しているといえ

ます。 

キクガシラコウモリ 

コテングコウモリ モモジロコウモリ 

飛翔するコウモリ 

調査結果の概要  
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1 3 5 7 9 10 11 13 16 18 20 21 22 24 26 27 ① ② ③

哺乳類 1 ヒナコウモリ科 コテングコウモリ ● CR

2 リス科 ムササビ ● ● ● NT

3 ネズミ科 カヤネズミ ● ● VU

4 クマ科 ツキノワグマ ● ● DD

5 イタチ科 テン ● ● ● ● ● NT

6 イタチ ● ● ● ● ● ● ● ● DD

7 アナグマ ● ● ● ● DD

8 ウシ科 カモシカ ● 特 DD

は虫類 9 イシガメ科 クサガメ ● NT

10 ヤモリ科 ニホンヤモリ ● VU

11 ナミヘビ科 シロマダラ ● ● ● NT

両生類 12 アカガエル科 ニホンアカガエル ● ● ● ● VU

13 トウキョウダルマガエル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● NT VU

14 ツチガエル ● ● ● ● ● ● ● VU

3種 1種 4種 3種 2種 2種 3種 4種 2種 7種 3種 3種 3種 3種 4種 5種 1種 1種 14種

注）重要種の選定基準

調査対象

哺乳類6科8種、は虫類3科3種、両生類1科3種　　合計14種　

①文化財保護法（昭和25年　法律第214号）により以下のカテゴリーに該当する種
    特：特別天然記念物、天：天然記念物

②レッドリスト2015（環境省, 2015年公開）により以下のカテゴリーに該当する種
  　EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、
　　VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

③群馬県動物レッドリスト（群馬県, 2012年改訂版）により以下のカテゴリーに該当する種
　　EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、
　　VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

№ 科名 種名
調査地点（№) 選定基準

 

 

「重要種」とは、国（環境省）や群馬県が選んだ「絶滅のおそれのある動植物」のことです。今

回の調査では、哺乳類で 8種、は虫類で 3 種、両生類で 3種の重要種を確認しました。これらの

種の多くは、もともと市内での生息数が少なく、限られた地域や環境にのみ生息しています。また、

開発（樹林の伐採や植林等）や管理放棄（水田等の放棄）による生息環境の変化、外来種との競合

や捕食によって、生息数の減少が心配されています。生物多様性を守るためにも、これらの種が生

息できる環境を保全することはとても大切です。そのためにも重要種の生息状況を継続的に観察し

ていくことが必要です。 

 

重要種の確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

    

  

カモシカ 

テン 

クサガメ 

ツチガエル 

トウキョウダルマガエル 

重要種の確認状況  

？用語解説？ 

生物多様性：生物多様性とは、様々な生きものたちの繋がりです。ヒトも含めて、地球上の全ての生きもの

は間接的・直接的に支え合って生きています。生物多様性条約では、「生態系の多様性」、「種

の多様性」、「遺伝子の多様性」という 3つのレベルで多様性があるとしています。 

外 来 種：もともと生息していない地域に、人為的に持ち込まれた生きもののことです。在来種（もとも

と生息している種）の捕食、在来種との競合、近縁在来種との交雑等の生態系への影響のほか、

農作物等を荒らして農林水産業へ被害を与える場合もあります。 
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県内分布図 

1 3 5 7 9 10 11 13 16 18 20 21 22 24 26 27 ① ②

哺乳類 1 アライグマ科 アライグマ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 特定 緊急

2 ジャコウネコ科 ハクビシン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 重点

は虫類 3 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ ● ● ● ● 緊急

両生類 4 アカガエル科 ウシガエル ● ● ● ● ● 特定 重点

2種 3種 2種 3種 2種 2種 3種 4種 3種 2種 1種 0種 1種 3種 1種 1種 2種 4種

注）外来種選定基準

哺乳類2科2種、は虫類1科1種、両生類1科1種　　合計4種　

①特定外来生物等一覧（環境省, 2015年3月更新）により以下のカテゴリーに該当する種　　  特定：特定外来生物、　未判：未判定外来生物

②生態系被害防止外来種リスト（環境省, 2015年3月公開）により以下のカテゴリーに該当する種
    侵予：侵入予防外来種、他定：その他の定着予防外来種、緊急：緊急対策外来種、重点：重点対策外来種、他総：その他の総合対策外来種、産業：産業管理外来種

調査対象 № 科名 種名
調査地点（№) 選定基準

 

 

「外来種」とは、「外来生物法（特定外来生

物による生態系等に係る被害の防止に関する

法律）」や、「生態系被害防止外来種リスト（我

が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある

外来種リスト）」により国が選んだ生きものの

ことです。 

 今回の調査では、アライグマ、ハクビシン、

ミシシッピアカミミガメ、ウシガエルの 4種

を確認しました。これらの外来種は、近年、日

本国外から持ち込まれた生きもので、在来種

（もともと国内に生息している種）と競合した

り、在来種を捕食することによって生態系に悪

影響を与えています。特に、アライグマは、前

橋市内で急激に分布を拡大しており、影響が心

配されています。前橋市の自然環境を保全する

ためにも、このような外来種の生息状況を継続

して観察していくことが重要です。 

外来種の確認状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

外来種の確認状況  

：平成 22 年度調査 

での確認地点 

：本年度調査で 

新たに確認した地点 

アライグマは、県内では 1994 年（平成 6

年）に昭和村で初めて確認されました。その後、

玉村町、吉岡町、長野原町、嬬恋村、前橋市、

太田市、藤岡市等で生息が確認されるようにな

りました。 

前橋市自然環境調査では、平成 22年度調査

時に№8で初めて確認されました。5年後の本

年度調査では№1、№3、№5、№7、№9、№

10、№11、№13、№18、№24 の合計 10

地点で生息が確認されており、市内で急激に分

布を拡大していることがわかりました。 

今後も市内で分布が拡大する可能性が高く、

生態系への影響が心配されています。 

アライグマ ハクビシン 

ミシシッピアカミミガメ ウシガエル 

急増するアライグマ  

注：県内分布図は以下の資料より作成しました。 

・群馬県立自然史博物館（編）（2016）平成 26 年度アライグマ有害鳥獣捕獲図.  

      ぐんまの自然の「いま」を伝える報告会 2015 要旨集資料編. 群馬県. 
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前橋市環境部環境政策課  

〒371-8601 前橋市大手町二丁目 12 番 1 号 

電話：027-224-1111 

 

 

 

項目 概要 

イベント名 ・市民自然観察会 

実施日時 ・平成 27年 9月 13日 9時半～12時 

実施場所 ・サンデンフォレスト（前橋市粕川町中之沢 7番地） 

参加者 ・19名 

内容 

・サンデンフォレストの経緯（ビデオプログラム） 

・サンデンフォレストに生息する動物（ビデオプログラム） 

・ビオトープ見学（現地散策） 

観察した生きもの 

・ムササビの食痕 

・ニホンカナヘビの成体・幼体 

・ヒバカリの幼体 

・ヤマカガシの成体 

・ニホンアカガエルの成体・幼体 他 

市民調査  

市民調査の様子 

表紙の写真  ：アカネズミ（上段右）、ニホンカナヘビ（中段右）、覚満淵（上中段）、 

ニホンアマガエル（下段左）、ホンドジカ（下段中央）、荒山登山道（下段右） 

背表紙の写真：市民調査の様子（左から 3 枚）、ヒバカリ（右） 

市民調査の概要 

平成 27年 9月 13日にサンデンフォレストで市民調査（自然観察会）を行

いました。サンデンフォレストの自然環境保全への取り組みについて学んだり、

敷地内のビオトープで生きものを観察したりしました。 

 


